
 

 

【応急手当の意義と心肺蘇生を学ぶ～胸骨圧迫と AED～】 

市内全ての小・中学校が救命講習を実施しています。かけがえのない

大切な人を、その場にいる一人ひとりの勇気と行動が命を救うことに結

びつきます。いざという時のため、一人ひとりが胸骨圧迫と AED の使

用について体験的に学んでいます。北広島市内で学ぶ子どもたちは、小

学校と中学校で１回ずつ救命講習を受講しています。 

 

 

 
 

【プールに歓声が響く～水に慣れ親しむ～】 

プールの中はもちろん、更衣室、シャワー、プールサイドなども含めて安心安全に配慮し水泳授

業が進められています。子どもたちは、発達段階に応じて水に慣れ親しむ、浮く、泳ぐ運動、泳法

等、生き生きと授業に臨んでいました。授業終了後は、指導者の方々をはじめ、プールの管理人さ

んに「ありがとうございました」のすがすがしいお礼のあいさつがありました。 

 

【地域とのきずな深める パークゴルフ交流会】 

 ６月２７日、風の子公園で北の台小学校の３年生がパークゴルフを楽

しみました。パークゴルフ共栄同好会をはじめ、東部北地区・南地区民

生委員児童委員、福祉委員など多くの方々のご協力によりパークゴルフ

を通して子どもたちと地域の方々との交流が図られました。 
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【みんなが幸せに生きるために 人権教室】 

 ６月３０日、西の里小学校で人権教室が行われました。みんな

が幸せに生きるために、人権について一人ひとりが真剣に考える

ことができました。互いに認め合うことや生きることの素晴らし

さ、生命の尊さなどについて学びました。 

【持続可能な社会を築くために】 

 東部中学校では、３年生が共生社会の実現に

向けて「持続可能な社会を築くために私たちが

できること」をテーマに、福祉について体験的

に学びを深めています。「アイマスク・白杖体

験」「高齢者疑似体験」「車椅子体験」と、３つのグループに分かれての授業が進められ

ました。 

 各小学校では、福祉読本「ともに生きる」を通して知識を身につけるとともに、学級や学年ご

と様々な福祉体験が進められています。 

 

  

 

 

 

【日本の衣文化を学ぶ～浴衣の着付け～】 

 ７月５日、６日に西部

中学校で、札幌きもの学

院の遠藤院長をはじめ７

名の講師の方々におこし

いただき、日本の伝統的

な着物の文化を学ぶとともに、実際に一人ひとりが浴衣の着付けを体験しました。 

【書写の指導に地域の人材を活用～毛筆～】 

緑ヶ丘小学校と西部小学校では、市

内在住の方を講師に招き、書写の指導が

進められています。子どもたちは、毛筆

の授業で始筆や穂先の動き、点画のつな

がりを意識して真剣に取り組んでいまし

た。 
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